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イコミ票移荘吾怖静νК首光熱の納

Civil+Tec
イ罰吹と僕 根 の渕斤しい聞剰毒築 (21)

自治体の窓□電子化、タブレット利用

税・社釘呆険のペーパーレス化 (2D

榊 慌副蓑呼驀
・
元化、ひも付け

全国の市区町村の予算資料を提供

日本にはプラットフォーマーは不在

AI「チャットボット」活用
画面を使ったオンライン会話 (21)

Legal+Tec
ITと AIによる法務サービスやシステム

…

自動化や点検から政策立案まで

専用サイトやAIチャボット鰤 at robo,コ明
弁護士、税理士など「地 からも起業

法務書類の作成や時刷薄急 点検の支援
スタートアッフ企業副じ螂辮

労働者への効動条件の電剌 晰礫  (19.41

醐 峙続き全面ネット化 (2D

鍛 出や口輪 、酬 白寸など

2020. 5. 2

Education+IT
知識流し込みの集団形式からイ彫Ч熟卦蜻1ヘ
データやAIを活用「オーターメード教育」ヘ
躊 、櫛行、キ 、鮮 な叫 を動

英語の蒔 から「STEMJ とユ諮
イ彫く、の能力に 陥1造性」や 閻 牝知 重視

端詞さで学擢得莉星辟長を喚 」ゴ飢 I爛術
eラーニングと集合学習の組み合わせ

ィし人、の教育データにブロックチェーン活用

児童。生徒向けの科目別端末教材の利用

新型コロナ休咬でオンライン教育に焦点

教育大手、アジアコ劇調ヘ

Agriculture+IT
農業の構造改革は [大規模化・デジタノイヒ・効率化」

栽培履歴や農機の稼働状況など生育環境を管理

気象や地図などオープンデータを合わせて分析

鰈 自動Иヒば野蘇
=D易
カドタゴ予

緋 にスマート:識散

`勘

(20、 種まきなども

生産計画にAI、 自動運転走行のスマート農業

農業用ロボット、小規模な分散農揚向け

地瑚限定の「ローカル 5G」 で効率化

ドローンで農薬散布、GPS田植え機 ⊃〈Jり機
食の国際翅墾準「グローバルGAP」 の認証

女性の健衰やライフスタイルに対応

月経周期管理のウ携帯機器やアプリ

母子の畑東支援に妊婦向けアプリ提供

超音波を使う予♭ んヾ検査装置開発

生理溶血膝 血が不要な下着

母乳を自動で絞ってためる携帯機器

Rights Reservep OPTIⅣ A c。 .′ Ltd,

(19.IЫゴ予)

マイナンバ‐法で行政手続きの酬 悧或

婚姻届、パスポート申請
ハローワークカードや教員免許状統合

障嵯諄套則長や剛 の総  (2年)

(フ櫂 性 詳 )     1随 )

PCやサーバーに仮想ロボットを組み込み
金融や製造大手から中4Ⅵ多き^ヽ

定型業務をソアトや機器で自動化

AIや文字、画幼 村のネ剖甲

Finance+Tec
ITを使った≦銅虫サービスモ獅蟻業
舗 民生・主凰呆 証券の4分野の改正法案

スマホ向け金融サービスのうねり

自薩 から新しい 嘘測睦態系」ヘ

ブロっクチェーン、AI、 ビッグデータ

オープンAPI
(“plicatiOn ProgranIIning lnterfacO

ビットコインなど仮想通貨に存包惑

計3藝判立劇面値鵬 段には不向き

鷺:シジ菫贅都 tグ■ツ

躙 果とお聯村′将且枷

Transformation TecnoloⅣ (2箸ヒを促す技術)

ITと脳科学や畔 を組み合わせ

欠詞のけ の振 を支援する技術

感晴分析が中И師行

カード型センサーで現場のイ華朔劉千

音声で喜怒哀楽を読み取り

きめ細かい介濯訳イ稀車則易の剣国箋減

最適なケアフ
゜
ラン (介護計画)仰戎

体調や動きをセンサーで集めAI分析
動きがない際は異変がないか確認

嘲民のリズムも棚

高齢者の自立支援

商品の受発注から利車管理まで

オンラインやクラウド活用

領域
|::lil世よ驚i雰対しグ

DentalttTec
遊話斗とあ櫛行中

寝ている幼児α頃きや動き見守り

保育園と保護者をつなぐサビス

劉降園や遅刻・力市、体品の制

母子脚 を電子で静駄 補完

A‖

Female+Tec


